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Ｍ
Ｒ
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１
．
耐
性
菌
の
時
代
と
そ
の
対
策

【
耐
性
菌
の
蔓
延
と
抗
生
剤
開
発
の
停
滞
】

　

２
０
１
４
年
、
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
： 

carb
ap

en
em

-
resistan

t E
n
tero

b
acteriaceae

）
に
よ
る
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ

ク
が
大
阪
の
基
幹
病
院
で
起
き
た
１)

。
感
染
者
・
保
菌
者
合
わ
せ
て

１
１
２
人
と
い
う
規
模
で
あ
り
、
関
係
者
を
驚
愕
さ
せ
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｅ
は
ほ

と
ん
ど
の
抗
生
剤
（
近
年
は
抗
菌
薬
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

が
、
本
稿
で
は
抗
生
剤
と
記
す
）
が
効
か
な
い
た
め
「
悪
夢
の
耐
性
菌

（N
igh

tm
are b

acteria

）
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
て
い
た
が
２
）

、
国
内
で
は

散
発
的
な
報
告
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
さ
ら
に
２
０
１
６
年
大
阪
大
学
・

大
阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
研
究
グ
ル
ー
プ
は
大
阪

府
北
摂
地
域
に
あ
る
46
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た
患
者
１
５
０
７
人
の
便

を
検
査
し
、
１
８
４
人
（
11
．
８
％
）
か
ら
Ｃ
Ｒ
Ｅ
を
検
出
し
た
と
報
告

し
た
３
）

。
Ｃ
Ｒ
Ｅ
は
も
は
や
「
ま
れ
な
耐
性
菌
」
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
う
ち
「
カ
ル
バ
ペ
ネ
マ
ー
ゼ
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム

分

解

酵

素

4

4

4

4

を

有

す

る

腸

内

細

菌

科

細

菌

は

特

に

Ｃ

Ｐ

Ｅ

4

4

4

（C
arb

ap
en

em
ase-

p
ro

d
u
cin

g E
n
tero

b
acteriaceae

）
と
呼
ば
れ
、
Ｃ
Ｒ

Ｅ
の
中
で
も
「
よ
り
耐
性
度
の
高
い
危
険
な
菌
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
阪

の
病
院
で
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
起
こ
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｅ
も
、
北
摂
で
拡
大
し
て

い
る
Ｃ
Ｒ
Ｅ
も
「
Ｉ
Ｍ
Ｐ
型
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ

－

６
）
」
と
呼
ば
れ
る
Ｃ
Ｐ
Ｅ
で

あ
っ
た
。
一
方
、
米
国
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｃ
型
と
呼
ば
れ
る
Ｃ
Ｐ
Ｅ
が
拡
散
し
て

い
る
。
欧
州
で
は
Ｉ
Ｍ
Ｐ
型
、
Ｋ
Ｐ
Ｃ
型
以
外
に
も
、
Ｏ
Ｘ
Ａ

－

48
型
、

Ｎ
Ｄ
Ｍ
型
、
Ｖ
Ｉ
Ｍ
型
と
い
う
５
つ
の
異
な
る
系
統
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
が
混
在

し
、
拡
大
傾
向
に
あ
る
４
）

。
つ
ま
り
世
界
中
で
多
種
多
様
な
Ｃ
Ｐ
Ｅ
が
同

時
多
発
的
に
増
殖
し
て
い
て
、
日
本
も
い
よ
い
よ
「
高
度
耐
性
菌
が
稀
で

は
な
い
時
代
」
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

日
本
は
決
し
て
耐
性
菌
が
少
な
い
国
で
は
な
い
。
薬
剤
耐
性
率
の
国
際

比
較
で
は
世
界
35
か
国
中
、
肺
炎
球
菌
ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
率
48
％
は
ワ
ー

ス
ト
１
位
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
率
51
％
は
世
界
５
位
、

大
腸
菌
の
第
三
世
代
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
耐
性
率
18
％
は
10
位
、
緑
膿
菌

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
率
17
％
は
16
位
で
あ
る
５
）

。
ま
た
耐
性
菌
は
単
に
増

加
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
確
実
に
健
康
被
害
を
も
引
き
起
こ
し
て
い

る
ー
む
202　
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る
。
例
え
ば
国
内
の
「
大
腸
菌
の
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
耐
性
」
は
40
％
に

達
し
、
そ
の
敗
血
症
に
よ
る
死
亡
者
は
年
間
４
０
０
０
人
と
な
り
、
さ
ら

に
増
加
す
る
気
配
を
見
せ
て
い
る
６
）

。

　

一
方
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
抗
生
剤
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
る
７
）

。
製

薬
企
業
は
「
耐
性
化
の
懸
念
」
や
「
適
正
使
用
の
対
応
」
が
必
要
な
抗
生

剤
よ
り
、
長
く
安
定
的
に
使
え
る
「
生
活
習
慣
病
薬
」
や
、
高
額
な
薬
価

が
つ
き
や
す
い
「
抗
が
ん
剤
」
な
ど
に
開
発
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
現
状
は
既
存
の
抗
生
剤
の
耐
性
化
が
進
み
、
健
康

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
規
の
抗

生
剤
が
開
発
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
英
国
政
府
が

委
託
し
て
作
成
し
た
調
査
報
告
書
「
抗
生
剤
の
耐
性
に
つ
い
て
の
検
証

（R
eview

 o
n
 an

tim
icro

b
ial resistan

ce

）
」
で
は
「
世
界
の
国
が
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
２
０
５
０
年
以

降
に
耐
性
菌
が
原
因
で
死
亡
す
る
人
の
数
が
毎
年
１
０
０
０
万
人
に
上

り
、
が
ん
を
抜
い
て
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
８
）

。

【
世
界
の
薬
剤
耐
性
対
策
】

　

こ
う
し
た
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
：an

tim
icro

b
ial resistan

ce

）
の
問
題

を
克
服
す
る
た
め
に
世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。

１
９
９
５
年
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
ア
メ
リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）
が
抗
生
剤

の
適
正
使
用
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

２
０
０
８
年
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｃ(

欧
州
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ)

も
抗
生
剤
の
適
正
使
用
の
普
及

を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
薬
剤
耐
性
に
関

す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
加
盟
国
は
２
年
以
内
に
自
国
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
我
が
国
で
も
２
０
１
６
年
「
Ａ
Ｍ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

が
決
定
さ
れ
た
９)

。
２
０
１
７
年
に
は
国
内
に
「
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る

10
）

。

　

本
邦
の
「
Ａ
Ｍ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
６

－

２
０
２
０
」
で
は

多
面
的
な
取
り
組
み
が
描
か
れ
て
お
り
、
「
抗
生
剤
の
適
正
使
用
」
だ
け

で
な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
対
す
る
「
普
及
啓
発
・
教
育
」
や
新
し
い
抗
生
剤
の

「
研
究
開
発
・
創
薬
」
を
含
む
６
つ
の
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）
。

抗
生
剤
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
も
、
医
療
分
野
だ
け
で
な
く
、
畜
産
分
野

図１　アクションプランの枠組み



を
も
含
め
た
包
括
的
な
対
策
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
方
策

を
駆
使
し
て
何
と
か
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
問
題
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み

ら
れ
る
。

２
．
抗
生
剤
適
正
使
用

【
本
邦
の
政
策
】

　

Ａ
Ｍ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
医
療
の
み
な
ら
ず
畜
産
・
統
計
・
創
薬

に
関
わ
る
者
、
さ
ら
に
広
く
国
民
全
体
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
課

し
て
い
る
が
、
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
抗
生
剤
の
適
正
使
用
が
最
も
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
抗
生
剤
適
正
使
用

は
近
年
「an

tim
icro

b
ial stew

ard
sh

ip

」
と
呼
ば
れ
、
耐
性
菌
対
策
の
柱

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
抗
生
剤
の
適
正
使
用
を
重
視
す
る
姿
勢

は
近
年
の
診
療
報
酬
に
も
表
れ
て
い
る
。
病
院
で
は
２
０
１
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
よ
り
「
抗
菌
薬
適
正
使
用
加
算
」
が
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

抗
生
剤
適
正
使
用
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
院
内
の
抗
生
剤
の
使
用
に
つ
い
て

調
査
し
、
抗
生
剤
が
適
正
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
す
る
方
法
が
と
ら

れ
て
い
る
。
小
児
外
来
の
領
域
に
お
い
て
は
「
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
加

算
」
が
新
設
さ
れ
「
外
来
で
急
性
上
気
道
感
染
症
ま
た
は
急
性
下
痢
症
で

受
診
し
た
初
診
患
者
に
対
し
検
査
結
果
な
ど
を
も
と
に
抗
生
剤
を
処
方
し

4

4

4

4

4

4

4

な
い
理
由

4

4

4

4

を
説
明
し
、
内
容
を
文
書
で
提
供
し
た
」
場
合
に
算
定
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
「
抗
菌
薬
適
正
使
用
加
算
」
を
算
定
す
る
病
院
で
も
、
適
正
使

用
の
対
象
は
「
注
射
用
」
抗
生
剤
の
み
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的

に
多
い
。
「
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
加
算
」
は
経
口
抗
生
剤
に
対
す
る
適

正
使
用
を
促
す
が
「
小
児
科
の
み
を
専
任
と
す
る
医
師
が
診
療
を
行
っ
た

と
き
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
本
邦
で
は
医
療
用
抗
生
剤
の
92
．

4
％
を
占
め
る
経
口
抗
生
剤

10
）

の
適
正
使
用
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
立

ち
遅
れ
た
状
態
に
あ
る
。

経
口
抗
生
剤
の
国
際
比
較
に
お
い
て
、
本
邦
で
は
「
経
口
第
三
世
代
セ
フ

ェ
ム
」
「
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
」
「
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
」
の
３
つ
の
系
統
の
抗

生
剤
の
処
方
量
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

11
）

、
Ａ
Ｍ
Ｒ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
で
は
こ
の
３
つ
の
処
方
量
を
50
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
が
、
２
０
２
０
年
に
こ
の
目
標
が
達
成
で
き
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
て
い
な
い
。
次
の
５
年
間
は
さ
ら
に
抗
生
剤
の
適
正
使
用
を
進
め
て

い
く
方
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
抗
生
剤
適
正
使
用
の
考
え
方
】

　

「
抗
生
剤
の
処
方
量
」
と
「
抗
生
剤
の
耐
性
率
」
の
間
に
は
比
例
関
係

に
あ
る
こ
と
が
多
く
の
報
告
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

12
）

。
抗
生
剤
が
必

要
な
人
は
し
っ
か
り
抗
生
剤
を
投
与
し
な
が
ら
、
抗
生
剤
を
投
与
し
な
く

て
も
良
く
な
る
人
に
は
「
使
わ
な
い
」
と
い
う
選
択
を
積
極
的
に
行
い
、

総
処
方
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
「
抗
生
剤
を
使
わ
ず
に

患
者
が
良
く
な
る
こ
と
」
は
「
抗
生
剤
を
使
っ
て
患
者
が
良
く
な
る
こ
と
」

よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
お
き
た
い
。



　

で
は
具
体
的
に
、
抗
生
剤
適
正
使
用
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
厚
生

労
働
省
発
行
「
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
」

13
）

を
参
照
し
な
が

ら
見
て
い
く
。
同
資
料
に
よ
る
と
「
抗
微
生
物
薬
使
用
の
適
応
と
な
る
病

態
は
、
原
則
と
し
て
抗
微
生
物
薬
の
投
与
が
標
準
治
療
と
し
て
確
立
し
て

い
る
感
染
症
と
し
て
診
断
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
強
く
疑
わ
れ
る
病
態
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
「
抗
微
生
物
薬
の
投
与
が
標
準
治
療

4

4

4

4

と
し
て
確
立

し
て
い
る
感
染
症
」
と
し
て
「
診
断
さ
れ
て
い
る
」
の
部
分
が
重
要
で
あ

る
。
「
抗
生
剤
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
」
は
ま
ず
「
診
断
は
何
か
」
あ
る

い
は
「
最
も
可
能
性
が
高
い
診
断
は
何
な
の
か
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
次

に
そ
の
「
診
断
し
た
疾
患
は
抗
菌
薬
投
与
が
標
準
治
療
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
か
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
「
熱
が
出
て
い
る
か
ら
」

で
は
な
く
、
「
肺
炎
と
診
断
す
れ
ば
抗
生
剤
は
必
要
」
と
な
る
し
「
風
邪

と
診
断
す
れ
ば
抗
生
剤
は
不
要
」
で
あ
る
。

　

で
は
逆
に
抗
生
剤
の
不
適
正
投
与
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
「
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
」
に
よ
れ
ば
、
抗
生
剤
の

不
適
正

4

4

4

使
用
に
は
「
不
必
要

4

4

4

使
用
」
と
「
不
適
切

4

4

4

使
用
」
の
２
つ
が
あ
る
。

「
不
必
要

4

4

4

使
用
」
と
は
、
「
抗
生
剤
が
必
要
で
な
い
病
態
」
に
対
し
て
抗
生

剤
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
一
方
「
不
適
切

4

4

4

使
用
」
と
は
、

抗
生
剤
が
投
与
さ
れ
る
べ
き
病
態
で
あ
る
が
、
「
抗
生
剤
の
選
択
、
使
用

量
、
使
用
期
間
が
標
準
的
な
治
療
か
ら
逸
脱
」
し
た
状
態
を
指
す
と
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
外
来
に
お
け
る
抗
生
剤
の
「
不
必
要
使
用
」
と
「
不
適

切
使
用
」
の
例
を
順
に
見
て
い
く
。

３
．
風
邪
に
対
す
る
抗
生
剤
投
与　

～
抗
生
剤
不
必
要
使
用
を
考
え
る
～

【
風
邪
に
抗
生
剤
を
投
与
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
】

　

抗
生
剤
の
不
必
要

4

4

4

使
用
で
多
い
の
は
「
風
邪
に
対
し
て
抗
生
剤
を
投

与
」
し
て
し
ま
う
場
面
で
あ
る
。
風
邪
は
「
抗
生
剤
の
投
与
が
標
準
治
療

と
し
て
確
立
し
て
い
る
感
染
症
」
で
は
な
い
。
風
邪
に
抗
生
剤
を
投
与
し

て
も
、
治
癒
は
早
く
な
ら
ず
、
成
人
で
は
抗
生
剤
に
よ
る
副
作
用
が
プ
ラ

セ
ボ
と
比
べ
て
２
．
62
倍
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

14
）

。

「
風
邪
と
抗
生
剤
」
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
の
中
に
は
、
抗
生
剤
に
よ
り

肺
炎
を
予
防
し
得
た
と
い
う
研
究
も
あ
る
が
、
１
名
の
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
に
１
２
５
５
５
人
の
上
気
道
炎
に
抗
生
剤
を
投
与
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た

15
）

。
し
か
も
抗
生
剤
投
与
群
か
ら
も
か
な
り
の
数

の
肺
炎
例
が
出
て
お
り
、
肺
炎
へ
の
進
展
を
防
ぐ
効
果
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。

　

抗
生
剤
を
投
与
す
る
と
一
定
の
確
率
で
副
作
用
が
発
生
す
る
。
そ
の
頻

度
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
０
．
０
１
％
、
皮
疹
が
１
～
３
％
、
下
痢
が

１
～
10
％
と
さ
れ
る

16
）

。
風
邪
に
抗
菌
薬
を
投
与
す
れ
ば
、
「
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
」
例
だ
け
で
も
「
抗
生
剤
投
与
に
よ
っ
て
防
げ
る
肺
炎
」
例
よ

り
も
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
し
て
毎
年
膨
大
に
発
生
す
る
風
邪
の
患
者

に
抗
生
剤
を
投
与
し
た
場
合
、
抗
生
剤
の
耐
性
化
は
非
常
に
大
き
な
も
の

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
米
国
も

17
）

、
欧
州
も
日
本

13
）

も
Ｗ

Ｈ
Ｏ
も
普
通
感
冒
の
患
者
に
抗
生
剤
を
投
与
し
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

よ
う
に
推
奨
し
て
い

る
。



【
上
気
道
炎
の
診
療
】

　

で
は
上
気
道
炎
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
診
療
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う

か
。
米
国
で
も
欧
州
で
も
本
邦
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
診
療
内
容
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用

の
手
引
き
」
に
沿
っ
て
話
を
進
め
る
。
同
手
引
で
は
上
気
道
炎
を
症
状
に

よ
っ
て
「
急
性
副
鼻
腔
炎
型
」「
急
性
咽
頭
炎
型
」「
急
性
気
管
支
炎
型
」「
感

冒
型
」
の
４
つ
の
病
型
に
分
類
し
て
い
る
（
図
２
）
。
鼻
汁
・
鼻
閉
な
ど

の
鼻
の
症
状
が
あ
れ
ば
「
急
性
副
鼻
腔
炎
型
」
、
咽
頭
痛
、
嚥
下
痛
な
ど

の
咽
頭
の
症
状
は
「
急
性
咽
頭
炎
型
」
、

咳
・
痰
な
ど
の
下
気
道
の
症
状
は
「
急
性

気
管
支
炎
型
」
と
し
て
い
る
。
３
つ
の
型

の
症
状
が
混
在
す
る
場
合
に
は
「
普
通
感

冒
型
」
と
な
る
（
表
１
）
。

　

手
引
で
は
こ
れ
ら
４
つ
の
型
に
つ
い

て
、
抗
生
剤
の
要
否
が
示
さ
れ
て
い
る
。

同
手
引
き
の
「
急
性
気
道
感
染
症
の
診
断
・

治
療
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
掲
げ
る
（
図

３
）
。
「
感
冒
型
」
で
抗
生
剤
は
不
要
な
の

は
当
然
と
し
て
、「
急
性
副
鼻
腔
炎
型
」「
急

性
咽
頭
炎
型
」
「
急
性
気
管
支
炎
型
」
に

お
い
て
も
抗
生
剤
の
適
応
は
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
急
性

副
鼻
腔
炎
型
」
で
は
中
等
症
・
重
症
の
み

ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
水
和
物
内
服
５
～
７
日

間
。
「
急
性
咽
頭
炎
型
」
で
は
迅
速
抗
原

検
査
又
は
培
養
検
査
で
Ｇ
Ａ
Ｓ
（
Ａ
群
溶

連
菌
）
が
検
出
さ
れ
た
場
合
の
み
ア
モ
キ

シ
シ
リ
ン
水
和
物
内
服
10
日
間
。
「
急
性

気
管
支
炎
型
」
で
は
慢
性
呼
吸
器
疾
患
等

の
基
礎
疾
患
や
合
併
症
の
な
い
成
人
の
急

図２　急性気道感染症の病型分類のイメージ

表１　急性気道感染症の病型分類



性
気
管
支
炎
（
百
日
咳
を
除
く
）
に
対
し
て
、
抗
菌
薬
投

与
を
行
わ
な
い
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
使
用
す
る
抗

生
剤
も
「
ア
モ
キ
シ
リ
ン
」
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
セ
フ

ェ
ム
系
薬
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
薬
、
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン

系
薬
は
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

当
院
で
は
「
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
」
を
全

医
師
に
配
布
し
、
概
ね
こ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
従
っ
て

上
気
道
感
染
症
の
診
断
・
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
抗
微
生

物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
は
令
和
元
年
12
月
５
日
に
第
二

版
が
発
行
さ
れ
た
。
第
一
般
で
は
成
人
の
み
が
対
象
で
あ

っ
た
が
、
第
二
版
で
は
学
童
期
以
降
の
小
児
も
成
人
と
同

じ
扱
い
に
な
り
、
新
た
に
「
乳
幼
児
編
」
が
加
わ
っ
て
い

る
。

【
上
気
道
炎
と
肺
炎
の
鑑
別
】

　

「
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
」
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
「
上
気
道
感
染
症
」
で
あ
り
「
肺
炎
」

に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
上
気
道
感
染
症
の
診
療
に
お

い
て
、
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
「
肺
炎
を
見
逃
し
て
し
ま

う
」
こ
と
で
あ
り
、
注
意
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
上
気
道
炎
と
肺
炎
の
最
大
の
鑑
別
点
は
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
に
お
け
る
肺
炎
像
の
有
無
で
あ
る
が
、
上
気

図３　急性気道感染症の診断及び治療の手順



道
炎
が
疑
わ
れ
る
人
全
員
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
う
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
く
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
影
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
材

料
が
必
要
と
な
る
。
現
在
ま
で
に
、
上
気
道
炎
と
肺
炎
を
見
分
け
る
た
め

に
有
用
と
報
告
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
主
に
次
の
４
つ
で
あ
る
。
「
感

染
臓
器
の
数
」
「
二
峰
性
経
過
の
有
無
」
「
呼
吸
数
の
増
加
」
「
医
師
の
感

じ
る
違
和
感
」
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
、
「
ウ
イ

ル
ス
は
複
数
の
部
位
に

ま
た
が
っ
て
感
染
を
引

き
起
こ
す
」
こ
と
に
特

徴
が
あ
る
。
表
２
は
風

邪
を
引
き
起
こ
す
様
々

な
ウ
イ
ル
ス
が
ど
の
よ

う
な
症
状
を
き
た
す
か

を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
多
く
の
場
合
「
副

鼻
腔
」
「
咽
頭
」
「
下
気

道
」
の
う
ち
２
つ
以
上

の
領
域
に
関
連
す
る
症

状
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
18
）

。
一
方
、
細
菌
性

疾
患
で
あ
る
こ
と
の
多

い
肺
炎
で
は
、
咳
、
痰
、
呼
吸
困
難
な
ど
下
気
道
の
症
状
が
中
心
で
、
鼻

汁
、
鼻
閉
な
ど
の
副
鼻
腔
の
症
状
や
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
は
な
い
（
あ
る

い
は
軽
微
で
あ
る
）
事
が
多
い

19
）

。
し
た
が
っ
て
発
症
時
、「
副
鼻
腔
」「
咽

頭
」
「
下
気
道
」
の
う
ち
複
数
部
位
の
症
状
が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
風
邪

で
あ
る
確
率
が
高
く
な
り
、
鼻
汁
・
鼻
閉
・
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
な
く

（
あ
る
い
は
軽
微
）
で
、
咳
・
痰
の
症
状
が
強
け
れ
ば
肺
炎
の
可
能
性
が

高
く
な
る
。

　

た
だ
し
、
「
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
」
ケ
ー
ス
で
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
３
つ
領
域
の
症
状
で
始
ま
り
、
副
鼻

腔
、
咽
頭
痛
、
発
熱
な
ど
の
症
状
は
軽
快
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
再
び
熱

が
出
て
咳
・
痰
な
ど
の
「
下
気
道
の
症
状
だ
け
」
が
悪
化
し
て
く
る
。
発

症
か
ら
４
日
目
以
降
の
症
例
で
は
こ
の
「
二
峰
性
パ
タ
ー
ン
」
は
肺
炎
を

示
唆
す
る
病
歴
で
あ
る
。

　

ま
た
肺
炎
で
は
呼
吸
回
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
呼
吸
回
数
を
測
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る

19
）

。
頻
呼
吸
で
は
、

肺
炎
や
敗
血
症
を
疑
う
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
「
ち
ょ
っ
と
普
通
の
風
邪
と
は
お
も
え
な
い
」
と
い
っ
た
医

師
の
感
じ
る
違
和
感
も
信
頼
性
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
感
覚
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
肺
炎
を
疑
え
ば
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
確
認
す
る
。

　

な
お
、
注
意
点
と
し
て
抗
生
剤
の
投
与
で
は
「
風
邪
に
引
き
続
い
て
肺

炎
を
引
き
起
こ
す
こ
と
」
を
防
げ
な
い
以
上
、
風
邪
と
診
断
し
て
も
発
症

表２　風邪を引き起こすウイルスとその症状



後
４
日
以
上
経
過
し
て
も
「
発
熱
が
続
く
」
「
症
状
が
悪
化
す
る
（
ど
れ

か
一
つ
で
も
）
」
場
合
に
は
、
再
診
す
る
よ
う
に
伝
え
て
お
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
上
気
道
炎
と
そ
の
周
辺
疾
患
に
対
す
る
診
療
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
近
年
Ａ
Ｍ
Ｒ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
が
全

国
様
々
な
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
た
り
、
岸
田

20
）

や
山
本

21
）

な
ど
風
邪
診

療
に
関
す
る
良
書
の
出
版
が
相
次
ぐ
な
ど
の
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
機
会
を
見
つ
け
て
新
し
い
風
邪
診
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。

４
．
注
意
が
必
要
な
３
系
統
の
経
口
抗
生
剤　

～
抗
生
剤
不
適
切
使
用
を
考
え
る
～

【
注
意
が
必
要
な
経
口
の
抗
生
剤
】

　

本
来
「
抗
生
剤
が
不
要
で
あ
る
疾
患
」
に
対
し
て
抗
生
剤
を
投
与
し
て

し
ま
う
「
不
必
要

4

4

4

」
使
用
に
対
し
て
、
「
抗
微
生
物
薬
が
投
与
さ
れ
る
べ

き
病
態
」
で
あ
る
が
、
そ
の
状
況
に
お
け
る
「
抗
微
生
物
薬
の
選
択
、
使

用
量
、
使
用
期
間
が
標
準
的
な
治
療
か
ら
逸
脱
し
た
状
態
」
を
「
不
適
切

4

4

4

」

使
用
と
呼
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
感
染
症
に
対
し
て
、
抗
生
剤
の
選
択
・
使
用

量
・
投
与
期
間
に
言
及
す
る
こ
と
は
紙
面
の
関
係
上
難
し
く
詳
細
は
成
書

に
譲
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
比
較
的
「
不
適
切
」
使
用
に
な
り
や
す
い
経

口
抗
生
剤
に
つ
い
て
述
べ
る
。
抗
生
剤
の
選
択
に
お
い
て
、
注
意
が
必
要

な
経
口
抗
生
剤
は
「
経
口
第
３
世
代
セ
フ
ェ
ム
」
「
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
」

「
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
」
の
３
つ
で
あ
る
９
）

。

【
経
口
第
３
世
代
セ
フ
ェ
ム
】

　

第
３
世
代
経
口
セ
フ
ェ
ム
の
最
大
の
問
題
は
「
薬
剤
の
吸
収
率
」
が
他

の
経
口
抗
生
剤
に
比
べ
て
低
い
事
に
あ
る
。
セ
フ
ァ
レ
キ
シ
ン
（
経
口
第

１
世
代
セ
フ
ェ
ム
）
、
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
、
ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
、
ク
リ
ン

ダ
マ
イ
シ
ン
、
Ｓ
Ｔ
合
剤
な
ど
殆
ど
の
経
口
抗
生
剤
は
内
服
し
た
量
の
90

％
以
上
が
吸
収
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
第
３
世
代
経
口
セ
フ
ェ
ム
で
あ

る
セ
フ
ジ
ニ
ル
や
セ
フ
ジ
ト
レ
ン
の
吸
収
率
は
16
％
し
か
な
く

22
）

、
添
付

文
書
で
も
第
３
世
代
経
口
セ
フ
ェ
ム
投
与
後
の
血
中
濃
度
は
低
い
。
吸
収

率
が
悪
く
血
中
濃
度
が
低
い
こ
と
は
、
治
療
失
敗
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
の

み
な
ら
ず
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
大
量
の
抗
生
剤
は
「
腸
内
細
菌
叢
を
撹

乱
」
「
耐
性
菌
誘
発
」
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル
感
染
症
な

ど
の
「
抗
生
剤
関
連
下
痢
症
」
の
リ
ス
ク
と
な
り
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る

23
）

。
経
口
第
三
世
代
セ
フ
ェ
ム
は
他
剤
よ
り
も
「
臨
床
効
果
が

優
れ
て
い
る
」
エ
ビ
デ
ン
ス
に
乏
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
界
の
消
費
量

の
ほ
と
ん
ど
を
日
本
が
占
め
て
い
る
。
特
に
国
内
で
は
、
風
邪
に
対
し
て

第
三
世
代
の
経
口
セ
フ
ェ
ム
が
処
方
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
各
地
で
始
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
令
和
元
年
の
薬
剤
耐
性
普
及
活
動
表
彰
で
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
「
兵
庫
県
の
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
小
児
に
対

す
る
経
口
抗
生
剤
適
正
使
用
に
向
け
た
取
り
組
み
」
で
は
経
口
第
３
世
代



経
口
セ
フ
ェ
ム
の
処
方
量
を
52
％
削
減
し
た
こ
と
が
成
果
の
一
つ
と
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る

24
）

。
さ
ら
に
進
ん
で
「
抗
生
剤
が
不
必
要
な
患
者
に
第

三
世
代
経
口
セ
フ
ェ
ム
を
出
さ
な
い
」
「
抗
生
剤
が
必
要
な
患
者
に
は
吸

収
の
良
い
、
し
っ
か
り
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
薬
剤
を
処
方
す
る
」
た

め
に
国
内
の
病
院
で
第
３
世
代
経
口
セ
フ
ェ
ム
を
採
用
薬
か
ら
外
す
試
み

も
は
じ
ま
っ
て
い
る

25
）

。

【
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
】

　

フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
は
、
緑
膿
菌
か
ら
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
結
核
ま
で

広
い
抗
菌
活
性
を
有
す
る
貴
重
な
抗
生
剤
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
安
易
な

処
方
が
多
く
、
耐
性
化
が
世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
本
邦
で

は
長
く
「
尿
路
感
染
や
性
感
染
症
の
第
一
選
択
薬
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
経
緯
か
ら
耐
性
化
が
進
行
し
て
い
る
。
今
や
大
腸
菌
に
対
す
る
フ
ル

オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
耐
性
は
40
％
ま
で
上
昇
し
、
第
１
世
代
セ
フ
ェ
ム
や
Ｓ
Ｔ

合
剤
の
耐
性
（
30
％
）
を
凌
駕
し
て
い
る

26
）

。
そ
の
た
め
大
腸
菌
を
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
尿
路
感
染
症
に
お
い
て
、
第
一
選
択
薬
か
ら
フ
ル
オ

ロ
キ
ノ
ロ
ン
を
外
し
、
第
１
世
代
セ
フ
ェ
ム
・
Ｓ
Ｔ
合
剤
な
ど
を
選
択
す

る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
耐
性
は
淋
菌
に
至

っ
て
は
80
％
と
な
り
、
す
で
に
淋
菌
は
経
口
抗
生
剤
薬
で
の
治
療
が
困
難

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
近
年
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
の
副
作
用
の
報
告
が
相
次
い
で
い

る
。
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
局
）
は
２
０
０
８
年
「
腱
炎
、

腱
断
裂
」
、
２
０
１
３
年
「
不
可
逆
性
の
末
梢
神
経
障
害
」
、
２
０
１
６
年

「
注
意
障
害
、
見
当
識
障
害
、
神
経
過
敏
、
記
憶
障
害
、
せ
ん
妄
な
ど
の

精
神
神
経
系
」
、
２
０
１
８
年
「
大
動
脈
瘤
お
よ
び
大
動
脈
解
離
」
と
頻

繁
に
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
の
副
作
用
を
報
告
し
注
意
を
呼
び
か
け
て
き

た
。
さ
ら
に
「
副
鼻
腔
炎
、
気
管
支
炎
、
合
併
症
を
伴
わ
な
い
尿
路
感
染

症
の
治
療
で
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
副
作

用
が
不
可
逆
的
・
永
続
的
に
多
発
す
る
リ
ス
ク
を
考
慮
す
れ
ば
重
篤
な
副

作
用
の
リ
ス
ク
が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
上
回
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
他
に

治
療
選
択
肢
が
な
い
場
合
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
対
し
て
フ
ル
オ

ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
抗
生
剤
の
全
身
投
与
（
経
口
ま
た
は
注
射
薬
の
使
用
）
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
警
告
し
た

27
、
28
）

。
特
に
複
数
の
研
究
で
「
フ
ル

オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
の
使
用
」
は
「
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
を
引
き
起
こ
す

こ
と
」
と
の
関
連
が
示
さ
れ
た

29
、
30
、
31
）

こ
と
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

本
邦
で
も
２
０
１
９
年
か
ら
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
薬
の
添
付
文
書
の
【
重

要
な
副
作
用
】
の
項
に
「
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
」
、
【
慎
重
投
与
】
の
項
に
「
大
動
脈
瘤
、
ま
た
は
大
動
脈
解
離
を

合
併
し
て
い
る
患
者
、
大
動
脈
瘤
ま
た
は
大
動
脈
瘤
乖
離
の
既
往
、
家
族

歴
も
し
く
は
リ
ス
ク
因
子
（
マ
ル
フ
ァ
ン
症
候
群
な
ど
）
を
有
す
る
患

者
」
、
【
重
要
な
基
本
的
注
意
】
の
項
に
「
腹
部
、
胸
部
ま
た
は
背
部
に
痛

み
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
に
は
直
ち
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
患
者
に
指
導
す
る
こ
と
」
が
追
記
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ル
オ
ロ
キ

ノ
ロ
ン
は
今
や
「
最
も
副
作
用
に
気
を
使
う
抗
生
剤
」
に
な
っ
た
。



　

フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
は
経
口
抗
生
剤
の
中
で
は
切
り
札
的
な
薬
剤
で
あ

り
、
薬
剤
耐
性
と
副
作
用
の
問
題
か
ら
他
の
選
択
肢
が
あ
る
場
合
に
は
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
薬
剤
で
あ
る
。

【
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
】

　

本
邦
で
は
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
の
処
方
も
多
い
。
そ
の
た
め
特
に
マ
イ
コ
プ

ラ
ズ
マ
や
肺
炎
球
菌
な
ど
気
道
に
対
し
て
病
原
性
を
持
つ
微
生
物
で
の
耐

性
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
肺
炎
球
菌
で
は
80
％
以
上
に
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

耐
性
が
認
め
ら
れ

26
）

、
こ
れ
ら
の
菌
が
主
要
な
起
炎
菌
と
な
る
肺
炎
な
ど

に
対
し
て
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
単
独
の
治
療
は
失
敗
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
の
過
剰
処
方
は
、
感
冒
や
喀
痰
排
出
促
進
な
ど

で
多
く
処
方
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
マ
ク
ロ
ラ

イ
ド
の
使
い
方
を
見
直
す
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る

32
）

。

【
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ａ
Ｗ
ａ
Ｒ
ｅ
分
類
】

　

２
０
１
９
年
６
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
抗
生
物
質
の
薬
剤
耐
性
の
増
加
を
抑
制

し
、
そ
の
使
用
を
安
全
な
も
の
と
す
る
た
め
の
新
た
な
指
標
「
Ａ
Ｗ
ａ
Ｒ

ｅ
分
類
」
を
打
ち
出
し
た

33

）
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
抗
生
剤
を
�A

ccess

�
、 

�W
atch

�
、
�R

eserve

�
の
３
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
類
し
た
。
�A

ccess

�

に
分
類
さ
れ
る
抗
生
剤
は
「
耐
性
化
の
懸
念
の
少
な
い
抗
生
剤
」
で
あ
り

「
一
般
的
な
感
染
症
の
第
一
選
択
薬
ま
た
は
第
二
選
択
薬
」
と
し
て
用
い

ら
れ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
�W

atch

�
に
分
類
さ
れ
る
抗
生
剤
は

「
耐
性
化
が
懸
念
さ
れ
る
」

た
め
、
「
限
ら
れ
た
疾
患
や

適
応
に
の
み
使
用
す
べ
き
抗

生
剤
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
�R

eserve

�

に
分
類
さ
れ
る
抗
生
剤
は
、

「
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
た
め
に
他
の
手

段
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
に
の
み
使
用
さ
れ
る
、

最
後
の
手
段
と
し
て
取
り
扱

う
べ
き
抗
生
剤
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る

34
）

。
つ
ま
り
可
能

な
限
り
「A

ccess

の
薬
剤
」

を
「W

atch

やR
erserv

e

の

薬
剤
」
よ
り
優
先
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い

る
35
）

。

　
A

ccess/
W

atch
/
R

eserve
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
る
抗

生
剤
を
図
４
に
示
す
。
「
Ａ

Ｍ
Ｒ
を
拡
散
さ
せ
る
懸
念
」

が
あ
る
が
同
時
に
「
一
般
的

図４



な
感
染
症
の
第
一
選
択
薬
ま
た
は
第
二
選
択
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
抗
菌

薬
」
も
あ
る
た
め
、
「A

ccess

か
つW

atch

で
あ
る
抗
生
剤
も
存
在
す
る
。

�A
ccess

�
に
分
類
さ
れ
る
の
は
経
口
抗
生
剤
は
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
、
第

１
世
代
セ
フ
ェ
ム
、
ク
リ
ン
ダ
マ
イ
シ
ン
、
メ
ト
ロ
ニ
ダ
ゾ
ー
ル
、
Ｓ
Ｔ

合
剤
な
ど
で
あ
る
。
�W

atch

�
に
分
類
さ
れ
る
の
は
経
口
抗
生
剤
は
、

フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
、
第
三
世
代
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

な
ど
で
あ
る
。
�A

ccess
か
つW

atch

�
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
る
の
は
、

シ
プ
ロ
キ
サ
ン
、
セ
フ
ィ
キ
シ
ム
、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
、
ア
ジ
ス
ロ

マ
イ
シ
ン
な
ど
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
経
口
抗
生
剤
で
は
、
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
、
第
三
世
代
セ
フ
ァ

ロ
ス
ポ
リ
ン
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
よ
り
も
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
、
第
１
世
代
セ

フ
ェ
ム
系
、
ク
リ
ン
ダ
マ
イ
シ
ン
系
、
Ｓ
Ｔ
合
剤
を
優
先
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

５
．
ポ
ス
ト
抗
生
剤
の
時
代
は
回
避
で
き
る
の
か

　

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
に
世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
耐
性
菌
対
策
が
な
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
な
お
、
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。
２
０
１
９
年
の
米
国
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
米
国
に
お
け
る
耐
性
菌
の
死

亡
者
は
２
０
１
３
年
の
２
万
３
千
人
か
ら
３
万
５
９
０
０
人
に
増
加
し
、

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
所
長
は
「
ポ
ス
ト
抗
生
物
質
の
時
代
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
」

と
宣
言
し
た

36
、
37
）

。
お
隣
の
カ
ナ
ダ
で
も
「
感
染
症
の
26
％
で
抗
生
物
質

が
効
か
ず
、
こ
の
割
合
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
40
％
に
な
る
」
と
報
告
し

て
い
る

38
）

。
国
内
で
は
２
０
１
９
年
12
月
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
と
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
耐
性
腸
内

大
腸
菌
の
菌
血
症
だ
け
で
年
間
８
０
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る

39
、
40
）

。

　

確
か
な
こ
と
は
、
現
状
に
大
き
な
変
化
が
な
い
限
り
「
次
の
世
代
に
抗

生
剤
を
残
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
私
達
は
そ
の
岐
路
に
立
っ
て

い
る
。

文
献

１
．
国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
メ
タ
ロ
β
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ 

(

Ｍ
Ｂ
Ｌ)

産
生
腸
内
細
菌
科
の
集
積
に
関
す
る
外
部
調
査
委
員
会
．
国

立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
メ
タ
ロ
β
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ(

Ｍ

Ｂ
Ｌ)

産
生
腸
内
細
菌
科
の
集
積
に
関
す
る
外
部
調
査
書
．
平
成
28
年

２
月
10
日
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な
お
、
文
献
欄
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
す
べ
て
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
２
０
１
９
年
12
月
５
日
で
あ
る
。

住友病院　５階庭園



Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院 

感
染
管
理
室
長　

安　

井　

良　

則

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
はIn

fectio
n
 C

o
n
tro

l T
eam

の
略
で
あ
り
、
日
本
国
内
で
は

「
感
染
対
策
チ
ー
ム
」
ま
た
は
「
感
染
制
御
チ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、
病
院
に
お
け
る
感
染
対
策
を
担
う
機
関
と
し

て
、
病
院
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
感
染
対
策
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
と
そ
の

下
部
組
織
で
あ
り
実
行
部
隊
と
な
る
感
染
対
策
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
あ

り
、
近
年
で
は
新
た
に
薬
剤
耐
性
菌
の
リ
ス
ク
の
軽
減
と
抗
菌
薬
を
使
用

し
た
治
療
効
果
の
向
上
を
目
的
と
し
た
抗
菌
薬
適
正
使
用
チ
ー
ム
（
Ａ
Ｓ

Ｔ
）
も
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本
稿
で

は
、
病
院
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
目
的
や
日
々
の
業
務
に
つ
い
て

主
に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
医
師
（
院
内
感
染
管
理
者
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
等
）
、
看
護
師
（
感
染

管
理
認
定
看
護
師
等
）
、
臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤
師
の
医
療
専
門
職
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
実
働
性
の
高
い
専
門
家
チ
ー
ム
で
あ
り
、
院
内
感
染
の

防
止
・
対
策
を
病
院
全
体
で
横
断
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
業
務
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①　

院
内
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実
施
：

全
入
院
患
者
の
細
菌
検
査
結
果
、
手
術
部
位
感
染
に
つ
い
て
の
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事

業
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）
に
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
当
院
で
独
自
に
計
画

し
た
手
術
部
位
感
染
、
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
感
染
、
手
指
衛
生
等
に
つ

い
て
も
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

②　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ラ
ウ
ン
ド
：

週
に
１
回
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
の
４
職

種
が
必
ず
参
加
し
た
形
で
の
病
棟
ラ
ウ
ン
ド
を
行
っ
て
い
る
。
ど
れ

か
１
つ
の
職
種
が
欠
け
て
も
ラ
ウ
ン
ド
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
当

院
で
は
ラ
ウ
ン
ド
の
際
に
薬
剤
耐
性
菌
を
保
有
し
て
い
る
患
者
に

対
す
る
適
正
な
感
染
対
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
、
ま
た

抗
菌
薬
の
長
期
投
与
例
に
つ
い
て
の
指
示
を
行
っ
て
い
る
。
病
棟

以
外
に
も
、
侵
襲
的
処
置
を
行
う
手
術
室
、
内
視
鏡
室
、
透
析
室
、

救
急
室
、
透
視
室
へ
の
ラ
ウ
ン
ド
も
実
施
し
て
い
る
。

③　

感
染
情
報
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
：

病
院
内
で
感
染
伝
播
が
懸
念
さ
れ
る
監
視
対
象
微
生
物
の
レ
ポ
ー

ト
を
週
１
回
発
行
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ラ
ウ
ン
ド
の
際
に
そ
の
レ

ポ
ー
ト
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
点
検
し
、
適
正
な
対
策
の
実
施
を



促
し
て
い
る
。

④　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
会
議
：

毎
月
１
回
開
催
し
、
当
院
の
感
染
対
策
上
の
問
題
点
、
課
題
等
に

つ
い
て
報
告
し
、
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

⑤　

感
染
管
理
教
育
の
推
進
：

全
職
員
を
対
象
と
し
た
感
染
対
策
の
研
修
会
を
年
に
２
回
開
催
し
、

新
入
職
員
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
養
成
研

修
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
職
種
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
・

講
義
を
適
宜
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

⑥　

感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追
加
と
改
訂
：

常
に
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
適

宜
改
訂
を
行
い
、
ま
た
新
規
項
目
の
追
加
を
行
っ
て
い
る
。

⑦　

感
染
管
理
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
：

病
院
の
あ
ら
ゆ
る
部
署
か
ら
の
感
染
管
理
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

と
な
っ
て
い
る
。

⑧　

院
内
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
発
生
時
の
感
染
防
止
体
制
の
確
立
：

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
多
剤
耐
性
菌
等
の

院
内
で
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
発
生
を
早
期
に
検
知
し
、
関
連
す

る
部
署
に
速
や
か
に
対
策
に
つ
い
て
の
指
示
を
行
う
。
必
要
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
病
院
内
で
の
緊
急
会
議
（
病
院
長
、
看
護
部
長
、

事
務
部
長
出
席
を
必
須
と
す
る
）
を
召
集
し
、
病
院
全
体
で
対
策
に

取
り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
。

⑨　

感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
情
報
発
信
：

職
員
の
感
染
防
止
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
、
施
設
内
の
感
染
防

止
の
取
り
組
み
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
情
報
発
信

を
行
う
。

⑩　

職
業
感
染
防
止
へ
の
取
り
組
み
：

全
職
員
の
抗
体
価
管
理
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
、
感
染
制
御

に
関
わ
る
器
材
、
設
備
な
ど
の
適
切
な
配
置
に
つ
い
て
、
見
直
し

や
導
入
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
主
な
業
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
入

っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
と
中
国
で
の
感
染
拡
大
、
日

本
で
の
患
者
発
生
数
の
増
加
、
世
界
的
流
行
に
よ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
宣
言
と
事
態
は
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
お
り
、
多
く
の
国
民
の
み
な

ら
ず
病
院
職
員
に
も
動
揺
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
当
初
か
ら
病
院
職
員
に
対
す
る
情
報



の
発
信
と
啓
発
を
行
い
、
国
内
で
患
者
が
発
生
し
て
か
ら
は
院
内
で
の
診

療
体
制
の
構
築
と
職
員
へ
の
感
染
対
策
の
教
育
に
つ
い
て
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
・
診
療
に
他
の
多
く
の
職
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
病
院
を
あ

げ
て
地
域
に
お
い
て
こ
の
感
染
症
の
蔓
延
防
止
と
適
切
で
円
滑
な
診
断
・

治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。


